




























































































































































































































































































































































― 13 ―Ⅰ　教え子達への「最後の授業」―おおらかにかまえて安心感を育てる保育を 
にいいのでしょうか。異年齢保育はクラス編成論ではなく「暮らしの保育」
という保育観の転換を目指しています。現役でまとめられなかったので退職
後出版を目指します。
おわりに
〇授業や研究をとおして伝えたかったこと
１ ．たっぷり甘えさせる、優しい保育者に！
２．おおらかにかまえて安心感を育てる保育を！
３ ．「子どものために」だけでなく「親も子も」支える保育を！
　　親を一人の人間として！
４ ．子どもは大人が教えるより、暮らしの中で見よう見まねで育つのです。
保育は暮らしです！福祉です！
〇 できるだけ長く勤めて「悪い保育」をしない土壌を広げて欲しい。
　そのためには
１ ．いい保育をしようと無理するよりも、子どもを傷つける「悪い保育」は
しない！
２ ．愚痴をこぼし、気づかいながらも言いたいことを言いあえる職場づくり
を！
３ ．自分の時間とお金を使って学び、保育の仕事を生きがいに！
　　労働者の権利の自覚も。
４ ．保育の行き詰まりを自分だけの責任と考えない！
　　保育条件や政策とつなげて考えてみよう。
★ 私は保育者が好きだったんだなとつくづく思います。困難さにめげない楽
天性としたたかな庶民性、これがたまらない魅力です。
★ 皆さんが担任した子どもがかわいいように、私にとっても教え子のあなた
達はかわいいです。園に遊びに行って「先生の先生だよ」と紹介されるの
がたまらなくうれしかったです。
★アドバイスはできないけど「話し相手」になります。いつでも連絡を。
